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＜研究概要図＞ 
 

公募研究課題名 「高品質茶生産拡大のための適期被覆技術体系の確立」 

 茶生産者数の減少・高齢化 → 熟練技術の消失
 てん茶需要の増大 → 茶生産の拡大のチャンス

 熟練者の経験に頼らない被覆管理の高度化
 地域・栽培特性に応じたてん茶栽培管理の体系化

～てん茶生産の拡大を推進するためには～

【期待されるアウトカム】（波及効果・国民生活等への影響）
 日本の多様な茶産地で実装可能な被覆茶栽培体系の効率化・高度化
 付加価値がより高いてん茶等の生産量の増大

１．被覆作業の判定指標の解明・簡易測定技術の開発

２．被覆栽培に適合した肥培・病害虫管理の高度化

３．異なる地域に対応可能なシステム化・マニュアル化

茶葉および樹体のセンシング

新芽 カメラ 気象

環境・生育データ取得
システムの実装

多様な生産現場への対応

葉色を向上させる肥培管理被覆栽培で多発が懸念される病害虫の管理
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【研究開発の内容・実施体制】（研究課題・参画機関）
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【研究の背景と展開方向】（研究開発の目的・達成目標）背景

 


